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【出願番号】特願2010-523466(P2010-523466)
【国際特許分類】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年5月24日(2013.5.24)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　本発明は更に、個々の成分を連続的に又は一緒に水中に分散させ、その際、個々の成分
を添加の前及び／又はその間に脱気させるか、又は分散液を個々の分散工程の間に脱気さ
せ且つまだ存在している残留の分散空気を真空下で更なる混合によって最終的に除去させ
ることを特徴とする本発明による分散液の製造方法に関する。
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